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１．研究計画の概要 
 

本研究は、教育史における 1930 年代に焦
点をあてて、その教育政策の実態を出来る限
り明らかにしようとするものである。従来は、
ファシズム教育の本格化と捉えがちである
この時期の教育を、綿密な史料調査と史料批
判により、少なくとも天皇機関説事件の前後
ではその状況が大きく違うことを指摘した
いと考えている。 
 本研究は、大きく分けて次の三つの側面か
らアプローチしようと考えている。 
(１) 1930 年代の国民統合と教育の関係に
関する考察 
主として、学校下付御真影の「奉護」や学

校儀式の実施状況について、天皇機関説事件
発生の前後でどのように変化したのかにつ
いて、可能な限り史料を収集しその分析にあ
たる。つぎに、戦時下における国民統合策の
典型ともいうべき、青少年学徒ニ賜ハリタル
勅語の成立過程とその普及策の考察を行う。 
(２) 1930 年代の国民動員と教育の関係に
関する考察 
国民精神総動員、さらには、その実践項目

から次第に中等教育・高等教育機関における
主たる動員策となった学徒勤労動員につい
て、その実態を明らかにする。 
(３) 1930 年代の教育実態と現在との関連
に関する考察 
1930 年代頃に教育問題として顕著化した

諸問題を考察し、現代の教育との関連の中で
考察する。 

総じて、(１)(２)(３)を明らかにすることに
より、1935 年の天皇機関説事件を境に教育
政策に大きな転換があったことを立証する

とともに、1930 年代に頻発した教育問題と
現在の教育問題の共通性について論及する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 これまでの研究の進捗状況を上述の「研究
計画の概要」に照らし合せながら検討したい。 
(１) 1930 年代の国民統合と教育の関係に
関する考察 

 この課題については、研究代表者である小
野が主として担当した。1930 年代の国民統
合策を最もよく示している政策として、御真
影の徹底的な普及策と四大節学校儀式の徹
底策を取り上げて考察を深めた。宮城県庁文
書、埼玉県庁文書、大分県庁文書、宮崎県庁
文書等を博そうした結果、学校現場における
御真影の神格化が完成するのは、天皇機関説
事件をきっかけとする国体明徴運動を契機
とすること、そしてその後、高等教育機関を
含めた全教育機関で四大節学校儀式の挙行
が政府により強制されたことを立証し、学会
誌『教育学研究』に発表した。 
(２) 1930 年代の国民動員と教育の関係に
関する考察 
この課題についても、研究代表者の小野が

担当した。国民精神総動員に関する史料の収
集を主として行っており、現在それらを分析
して文章化している途上である。この課題か
ら派生した課題に、1930 年代の国旗普及と
学校教育に関する問題の考察についても、現
在進行中である。おおよその史料収集が済ん
だと判断されるので、現在その分析を進めて
いるところである。 
(3) 1930 年代の教育実態と現在との関係に

関する考察 



この課題については、研究代表者小野と研
究分担者冨士原が担当した。小野は、1930
年代にも顕在化した学校紛擾（校内暴力や学
級崩壊）や教育汚職などの実態を分析し、所
属機関の付置研究所である日本大学教育制
度研究所の紀要にその成果を発表した。 
また、冨士原は、1930 年代に顕著化する

中等教育機関への進学問題や海外留学生の
問題についての考察を行った。その成果は、
所属機関の大学史編纂課紀要、或は全国規模
の研究会紀要に発表した。 

これらの考察を通して、1930 年代に発生
した教育問題が、形態を変えながらも現在に
も共通する問題であり、教育制度や教育理念
が転換しても教育問題であり続けているこ
とを指摘した。まだ試論の段階であり、今後
一層の実証研究を進めたいと考えている。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している 
 科学研究費補助金の交付を受けた本研究
であるが、概ね当初の計画どおりに進行して
いるものと考えている。とくに、天皇機関説
事件を境に教育政策が大きく転換する、とい
う仮説は、下記の研究成果雑誌論文⑤小野雅
章「1930 年代の御真影管理厳格化と学校儀式
―天皇信仰の強制と学校教育―」日本教育学
会『教育学研究』第 74 巻第４号、542～553
頁、2007 年 12 月、を公表したことにより、
教育史の学界においても、当初設定した仮説
が概ね妥当であることが認知されていると
考えるので、おおむね順調に進展している自
己評価とした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 本研究プロジェクトは、今年度終了となる。
今後は、これまでに収集した史料の分析を中
心にして、まとめの段階に入る予定でいる。
研究成果は報告書を作成し、広く一般に公開
する予定である。 

さらに、本研究を進めるうち、史料分析の
過程で、さらに考察しなければならない問題
として、学校教育における国旗（日の丸）の
普及に関する考察が必要不可欠との結論に
達した。限られた時間ではあるが、1930 年代
の教育政策の内実を知るうえで特に重要な
課題であるので、できる限りの史料を収集、
分析をしてその一端を明らかにしながら、最
終報告書のなかに取り入れていくことにし
ている。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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